
　令和２年第２回定例会が６月11日に行われ、条例の一部改

正や各会計補正予算など、提案された案件を審議し、全て原

案通り可決しました。

　また、６人の議員が一般質問を行い、さまざまな観点から

町政に問いかけました。
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第２回定例会では
　このようなことが決まりました！　 補 正 予 算

◇江差町・上ノ国町地域創生事業

173万円（その他特定財源他）

　上ノ国町と連携し、地域活性を図るための事業

を実施する地域創生協議会への負担金

◇江差町まちづくりアドバイザー設置

 31万8千円（全額一般財源）

　自然や歴史を活かした町づくりや「北の江の島

構想の具現化」を図るための助言、提言等を受け

るためのアドバイザーを設置。

◇コミュニティ助成（尾山町「隆政山」山車改修補助）

  250万円（全額その他特定財源）

　建造から52年経過し、老朽化した山車の改修

や塗装の経費としてコミュニティ助成による補助。

◇まるやまトレーニングコーナー機器設置

  327万5千円（その他特定財源他）

　トレッドミル、ランニングマシーンの既存機器

故障のため、新規に２台購入。

◇経営所得安定対策 81万6千円（全額道支出金）

　江差農業生産協議会が行う推進活動や要件確認

等の経費を協議会に間接補助するもの。

※一部抜粋して掲載しています

◇五平橋改修整備 336万7千円（全額一般財源）

　昨年度実施した橋梁点検で早期の措置が必要と

され、その後の詳細調査で部材が基準値を下回っ

た追加工事。

◇小学校における新型コロナウイルス感染症防止対策

  256万6千円（国庫支出金他）

◇中学校における新型コロナウイルス感染症防止対策 

  145万5千円（国庫支出金他）

　児童生徒の感染症拡大防止並びに学びの保障を

図るため、熱中症対策の扇風機設置等に係る経費。

◇陣屋・円山地区町有地法面崩落防止

  7,454万8千円（地方債他）

　緊急自然災害防止対策事業債の急傾斜地崩落対

策事業を活用し、抜本的な崩落防止工事を行う。

◇江差北小学校浄化槽蓋・受枠取替

  120万円（全額一般財源）

　浄化槽の鋼板蓋と受枠の腐食が著しく、点検時

に崩れてしまったため、５か所を取り換えるもの。

条 例 改 正
　次のとおり、条例の一部改正が定例会で提案さ

れ、可決されました。

◇江差町国民健康保険税条例の一部改正

　　地方税法施行令の一部改正や感染症の影響に

よる保険税の減免特例等に伴う条例の改正。

◇江差町手数料条例の一部改正

　　国の法律改正に伴う条例の改正。

◇江差町放課後児童健全育成事業の設備及び運営

に関する基準を定める条例の一部改正

　　国の基準の改正に伴う条例の改正。

◇江差町介護保険条例の一部改正

　　政令の施行や感染症の影響による減免額等に

関する規定を整備するための条例改正。

そ の 他

選 挙

報 告
◇江差町公共下水道江差・上ノ国下水道管理センター

他の建設工事委託に関する協定の締結について

　［委託対象］江差町公共下水道江差・上ノ国下水

道管理センター他建設工事

　［事 業 費］1億7,920万円

　［委託相手］日本下水道事業団

◇財産の取得について

　［取得財産］戸籍総合システム

　［取得価格］1,038万2,918円

　［取得相手］北海道市町村備荒資金組合

◇選挙管理委員会委員の選挙

　選挙で当選された委員

　・松崎　　仁　氏　　・若浜　　崇　氏

　・齊藤　繁憲　氏　　・横野　晃一　氏

◇選挙管理委員会委員補充員の選挙

　選挙で当選された委員補充員

　・橋野　一巳　氏　　・中島　幸恵　氏

　・澤口　純一　氏　　・辻　　佳哉　氏

◇令和元年度一般会計繰越明許費繰越計算書
　令和２年度に繰越して使用する予算について
報告。街の飲食店応援券発行事業やＧＩＧＡス
クールネットワーク整備等。9,738 万 1 千円を
繰越。

◇土地開発公社にかかる経営状況
　土地開発公社の経営状況を資料で提出。
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新型コロナウイルス感染症

感染症拡大防止と
地域経済対策を集中審議

補 正 予 算

◇江差町新型コロナウイルス感染拡大防止協力金事業

  1,360万円（全額一般財源）

　北海道の要請に応じて休業やアルコール類の提

供等について、自粛要請に協力いただける事業者

等に対し、協力金を支給し、町内における感染拡

大の防止やひっ迫する事業者等の経営支援。

◇特別定額給付金給付事業

  7億5,507万3千円（全額国庫支出金）

　感染拡大防止に留意しつつ、簡素な仕組みで迅

速かつ的確に家計への支援を行うことを目的とし

て、一人につき10万円を支給。

◇子育て世帯への臨時特別給付金給付事業

  866万4千円（全額国庫支出金）

　子育て世帯を支援するため、児童手当を受給す

る対象児童一人につき1万円を支給。

※一部抜粋して掲載しています

◇情報周知・発信強化 373万円（国庫支出金他）

　感染症予防の喚起や町の施設開放情報、経済支

援情報等の行政サービスをタイムリーに周知する

ための取り組み。

◇健康づくりとＩＣＴひとづくり推進

  300万円（国庫支出金他）

　サツドラホールディングス㈱と推進し、「いつで

も安心して年を重ねられる町」が実感できる社会

創造。

◇困りごと支援相談員配置

  54万8千円（国庫支出金他）

　様々な支援制度を個々の実情に応じた活用をア

ドバイスする相談員配置。

◇障害者世帯支援給付 42万円（国庫支出金他）

　障害者の子をもつ世帯は感染リスクが大きいた

め、負担軽減を図るための給付金支援。

◇感染予防必要物品支援（障害者対策用）

  58万5千円（国庫支出金他）

　重症化のリスクが高い疾病をもつ障害者等への

衛生用品の支援。

◇ひとり親世帯支援金給付

  112万円（国庫支出金他）

　臨時休校に伴う子の監護による仕事の休暇や家

計負担が増えることで、子どもの貧困に対応する

支援としての給付金支援。

◇健診等感染予防対策

  110万5千円（国庫支出金他）

　相談支援体制を強化し、健康の保持増進や虐待

の発生を予防。

◇漁業者経営維持化安定対策事業

  461万5千円（国庫支出金他）

　厳しい経営環境にある漁業者に対し、ひやま漁

業協同組合特別負担金の一部を助成。

◇持続継続支援緊急給付金事業

  4,400万円（国庫支出金他）

　前向きに今後の事業継続に取り組む、町内の中

小企業事業者に対し、給付金を支給。

◇生産者等応援消費拡大事業

  221万6千円（国庫支出金他）

　農作物や水産物の新たな販路確保や町内消費の

推進等を担うプラットフォームを整備。

◇町立図書館蔵書消毒機導入事業

  127万6千円（国庫支出金他）

　紫外線を使った書籍減菌消毒をする機器の整備。

条 例 改 正

　次のとおり、新型コロナウイルス感染症に関す

る条例の一部改正が提案され、可決されました。

◇江差町税条例等の一部改正

　地方税法の一部改正に伴い、緊急経済対策に

おける税制上の措置による改正。

◇江差町後期高齢者医療に関する条例の一部改正

◇江差町国民健康保険条例の一部改正

　感染した被保険者等に係る傷病手当金の支給

に関する規定を整備するもの。

そ の 他

◇江差町税条例等の一部改正（専決処分）

　地方税法等の一部改正に伴う条例改正。

◇令和２年度江差町公共下水道事業特別会計補正

予算（第１号）

　債務負担行為の追加。

◇江差町過疎地域自立促進市町村計画の変更

　過疎債を活用するため、令和２年度予算で実

施する事業を計画に追加登載。

第２回　臨　時　会
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次のとおり、

町長が行政報告をしました。

【臨　時　会】

寄付採納について

・江差ライオンズクラブ　会長　岩坂　憲助　様

　　学用品（ノート、鉛筆）60組（青少年健全育成事業

の一環として）

以下、「新型コロナウイルス感染予防対策として」

・江差経済同友会　会長　小笠原　弘　様

・㈲ごとう幼保教材社　代表取締役　後藤　広貴　様

・万年　雅利　様

・匿名事業者　様

・㈱プラフォーム パーラーヤマト江差店　様

・匿名希望者　様

・北清えさし㈱　代表取締役社長　湯藤　学　様

・㈱ヴーム　澤口　昌大　様
※紙面の都合上、お名前のみの掲載とさせて頂きます

【定　例　会】

１　令和元年度江差町各会計決算見込みについて

　　　歳入総額　　５８億１,２８６万３千円

　　　歳出総額　　５６億４,３０８万５千円

　　　歳入歳出差引　１億６,９７７万８千円

　　　繰越明許費繰越しを差し引いた実質収支は１億３,

４９８万７千円で、７,０００万円を財政調整基金に

積立、残額は繰越金。

２　令和元年度江差町水道事業会計決算概要について

　　　営業収益　　　２億６,７４１万２千円

　　　営業費用　　　２億５,３８２万１千円

　　　営業外収益　　１億８,３５０万８千円

　　　営業外費用　　　　５,９０９万５千円

　　　当年度純利益　１億３,８００万４千円

　　　年度末欠損処理額　８,６２０万５千円

３　江差町とサツドラホールディングス株式会社との協

働事業に関する協定書締結について

４　江差町・上ノ国町自治体間連携協力に関する協定に

ついて

意 見 書 を 提 出
　６月定例会では８件の意見書を提出し、６件を可決、
関係行政機関へ提出しました。
◆日本政府に核兵器禁止条約の参加・調印・批准を求め

る意見書
◆2021年度地方財政の充実・強化を求める意見書
◆「子どもの貧困」解消など教育予算確保・拡充と就

学保障、義務教育費国庫負担制度堅持・負担率1/2へ
の復元、教職員の超勤・多忙化解消・「30人以下学
級」の実現に向けた意見書

◆2020年度北海道最低賃金改正等に関する意見書
◆林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・強

化を求める意見書
◆新型コロナウイルス対策にかかる地方財政の充実・強

化を求める意見書

議員にとって「一般質問」は、

議場という公の場で、町長や教

育長に対して町政運営の考え方

や将来に対する方針を質すこと

ができる唯一の場です。

◆質問は要約されています◆

　議会だよりのスペースの都合上、質

問・答弁は要約したものを載せています。

◆表示の説明◆

　文中の再、再再はそれぞれ再質問、

再再質問を表します。

一

般

質

問

六
議
員
が
町
政
を
問
う

行 政 報 告
第 2 回 臨 時 会
第 2 回 定 例 会
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６月定例会　一般質問 飯田　隆一 議員（無会派）

た
熱
中
症
対
策
は
、
こ
ま

め
な
水
分
補
給
と
換
気
対

策
が
必
要
と
認
識
。
本
定

例
会
で
補
正
を
お
願
い
し

て
い
る
全
学
校
へ
の
扇
風

機
の
配
置
等
に
よ
り
、
環

境
改
善
に
努
め
る
。

　

給
食
前
の
手
洗
い
の
徹

底
、
配
食
時
の
マ
ス
ク
着

用
に
加
え
、
配
膳
は
教
員

が
行
う
な
ど
、
不
特
定
多

数
が
給
食
機
材
に
触
れ
な

い
よ
う
取
り
扱
う
。

　

学
校
行
事
は
、
既
に
延

期
を
決
定
し
て
い
る
の
は
、

運
動
会
、
体
育
祭
、
修
学

旅
行
や
宿
泊
研
修
等
、
中

止
は
、
中
体
連
各
種
大
会
、

町
内
小
学
校
陸
上
競
技
大

会
、
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
、

学
習
発
表
会
、
文
化
祭
等
。

今
後
の
状
況
を
踏
ま
え
な

が
ら
予
定
す
る
。

　

特
別
な
配
慮
は
、
精
査

を
行
っ
た
結
果
、
長
期
休

業
の
短
縮
や
各
種
行
事
の

中
止
等
に
よ
る
年
間
指
導

計
画
を
見
直
し
、
一
定
程

度
の
余
裕
を
持
つ
こ
と
が

出
来
る
見
通
し
。
現
時
点

で
余
裕
を
も
っ
た
指
導
計

画
で
あ
り
、
必
要
な
い
。

江
差
中
学
校
は
ほ
ぼ

40
名
定
員
に
近
い
。
広
い

特
別
教
室
を
使
用
し
て
の

授
業
と
い
う
こ
と
で
良
い

か
。

　

熱
中
症
対
策
の
基
本
は

カ
ー
テ
ン
の
設
置
。
も
う

一
つ
は
網
戸
の
設
置
。
環

境
整
備
を
。

特
別
教

室
等
を
使
っ
て
間
隔
を
確

保
し
て
い
る
。

　

各
教
室
に
カ
ー
テ
ン
を

設
置
し
、
直
射
日
光
を
防

ぐ
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

　

網
戸
は
必
要
な
も
の
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、

学
校
の
状
況
も
あ
り
設
置

ま
で
は
至
ら
な
い
。

３
大
祭
り
の
中
止
が
決
定

し
て
い
る
が
、
特
定
の
イ

ベ
ン
ト
へ
の
補
助
金
で
は

な
く
、
運
営
補
助
と
し
て

団
体
の
運
営
経
費
並
び
に

実
施
事
業
全
体
に
対
し
て

補
助
を
し
て
お
り
、
今
後

中
止
し
た
事
業
に
代
わ
る

事
業
の
実
施
を
検
討
す
る

こ
と
も
想
定
さ
れ
る
た
め
、

補
助
金
の
減
額
の
必
要
性

は
、
今
後
検
討
す
る
。

　

国
の
第
２
次
補
正
予
算

は
審
議
中
で
あ
る
が
、
配

分
額
は
不
透
明
。
国
か
ら

示
さ
れ
た
時
点
で
速
や
か

に
着
手
で
き
る
よ
う
取
り

進
め
る
。

　

感
染
予
防
対
策
、
経
済

対
策
、
と
も
に
迅
速
に
対

応
さ
れ
幸
い
に
も
当
町
で

は
現
在
感
染
者
は
出
て
い

な
い
。
緊
急
事
態
宣
言
は

解
除
さ
れ
た
が
、
今
後
と

も
予
断
を
許
さ
な
い
状

況
で
あ
る
。
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
以
上
の
経
済
不

況
が
予
測
さ
れ
る
が
、
３

大
祭
り
を
は
じ
め
、
多
く

の
イ
ベ
ン
ト
行
事
等
が
縮

小
、
中
止
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
町
の
経
済
に
は
計
り

知
れ
な
い
大
き
な
ダ
メ
ー

ジ
が
予
想
さ
れ
る
。
縮
小

や
中
止
と
な
る
事
業
の
件

数
や
関
連
す
る
経
費
を
伺

う
。

　

次
に
、
本
年
度
予
算
で
、

削
減
可
能
な
も
の
に
つ
い

て
は
見
直
し
、
削
減
を
し

て
、
国
の
第
２
次
補
正
予

算
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、

感
染
予
防
対
策
、
緊
急
経

済
対
策
を
早
急
に
示
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
町
長
の

所
見
を
求
め
る
。

　

町
内
小
中
学
校
が
一
斉

に
臨
時
休
校
と
な
り
、
保

護
者
か
ら
は
不
安
と
動
揺

が
広
が
っ
て
い
た
。
非
常

事
態
宣
言
も
解
除
さ
れ
、

学
校
も
始
ま
り
、
日
常
の

生
活
に
戻
り
つ
つ
あ
る
が
、

学
校
内
は
３
つ
の
密
、
密

閉
密
集
密
接
が
懸
念
さ
れ

る
場
所
。
夏
場
を
向
か
え

る
に
あ
た
り
、
マ
ス
ク
使

用
に
よ
る
熱
中
症
の
危
険

も
危
惧
さ
れ
る
。
３
密
対

策
、
熱
中
症
対
策
は
。

　

学
校
給
食
は
、
こ
れ
ま

で
以
上
の
注
意
が
必
要
。

衛
生
面
で
の
対
策
は
。

　

学
校
行
事
は
欠
く
こ
と

が
で
き
な
い
教
育
課
題
。

中
止
延
期
と
な
っ
た
が
、

今
後
の
予
定
は
。

　

最
終
学
年
の
小
学
校
６

年
生
、
中
学
３
年
生
は
在

校
期
間
が
短
く
、
特
別
な

対
策
が
必
要
。
ど
う
対
応

さ
れ
る
の
か
。

文
部
科
学
省
が

示
す
学
校
再
開
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
や
衛
生
管
理
マ
ニ
ュ

ア
ル
等
に
基
づ
き
３
密
の

回
避
等
に
取
り
組
む
。

　

本
格
的
な
夏
場
に
向
け

イ
ベ
ン
ト
中
止
に
よ
る
関
連
経
費
は

学
校
内
の
３
密
、
熱
中
症
対
策
は

答　

補
助
金
減
額
は
今
後
検
討

答　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
取
組

町
長

イベント中止による経済への影響は

マスクをしながら授業

教
育
長

再学
校
教
育
課
長
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指
導
計
画
の
見
直
し
を
行

い
、
年
内
に
は
回
復
で
き

る
見
込
み
。

　

支
援
策
の
内
容
精
査
と

情
報
収
集
に
努
め
、
現
状

と
要
望
に
基
づ
き
タ
イ
ム

リ
ー
に
取
り
組
む
。

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
等
の
人
的
配
置
は
早

め
の
対
応
が
必
要
。
予
算

化
さ
れ
た
場
合
に
速
や
か

に
で
き
る
も
の
な
の
か
。

　

学
校
は
勉
強
す
る
だ
け

の
場
所
で
は
な
い
。
一
気

に
詰
め
込
む
の
で
は
な
く
、

各
種
事
業
の
再
開
も
含
め
、

総
合
的
な
学
び
の
場
と
し

て
の
位
置
付
け
が
必
要
と

考
え
る
が
如
何
か
。国

か
ら

示
さ
れ
て
い
る
内
容
は
、

既
に
各
学
校
に
周
知
し
て

お
り
、
優
先
順
位
や
現
状

に
応
じ
た
対
策
を
検
討
す

る
。

　

引
き
続
き
学
校
の
現
状

や
課
題
認
識
等
も
含
め
対

応
し
た
い
。

記
事
掲
載
等
を
し
、
商
工

会
や
会
計
事
務
所
を
訪
問

し
行
っ
て
き
た
。

　

審
査
が
整
い
次
第
、
来

週
中
に
は
給
付
金
支
給
を

し
た
い
。

　

現
在
町
内
か
ら
感
染
者

が
出
て
い
な
い
こ
と
は
、

町
民
も
感
染
力
の
怖
さ
を

十
分
認
識
し
た
も
の
と
考

え
て
い
る
。
気
を
緩
め
る

こ
と
な
く
感
染
防
止
対
策

を
継
続
す
る
。

　

町
内
の
経
済
等
へ
与
え

る
影
響
は
大
き
い
が
、
町

民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る

観
点
か
ら
、
北
海
道
の
方

針
を
元
に
対
策
を
講
じ
て

い
く
。
現
時
点
で
道
に
要

請
す
る
状
況
で
は
な
い
。

６月定例会　一般質問 塚本　　眞 議員（無会派）

　

先
の
臨
時
会
で
事
業
継

続
支
援
緊
急
給
付
金
事
業

を
決
定
し
た
が
、
経
営
環

境
が
逼ひ

っ
ぱ
く迫

し
た
町
内
事
業

者
に
対
し
、
一
刻
も
早
く

給
付
す
る
こ
と
が
重
要
と

考
え
る
。

　

こ
れ
ま
で
当
事
業
の
町

内
事
業
者
へ
の
説
明
と
現

在
の
給
付
状
況
は
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

は
札
幌
圏
を
中
心
と
し
て

感
染
が
拡
大
し
、
石
狩
地

区
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

江
差
町
で
の
感
染
者
報
告

は
な
い
。

　

全
道
一
律
で
の
緊
急
事

態
宣
言
に
よ
る
各
種
自
粛

要
請
を
江
差
町
で
も
実
施

し
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で

未
発
生
の
地
域
は
独
自
の

対
策
を
講
じ
て
も
良
い
の

で
は
な
い
か
。

　

道
一
律
の
規
制
を
細
分

化
し
て
、
未
発
生
の
と
こ

ろ
の
過
度
な
自
粛
活
動
を

し
な
く
て
も
良
い
よ
う
な

対
策
も
道
に
求
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
如

何
か
。

町
内
事
業
者
へ
の

説
明
は
、
町
広
報
紙
へ
の

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
発
生
に
よ
り
、
大

都
市
に
集
中
し
た
企
業
の

働
き
方
が
問
わ
れ
て
い
る
。

　

先
般
オ
ン
ラ
イ
ン
全
国

移
住
フ
ェ
ス
タ
も
開
催
さ

れ
、
道
内
か
ら
も
出
展
が

あ
っ
た
。
こ
れ
ら
を
活
用

と
し
て
、
今
後
増
え
る
テ

レ
ワ
ー
ク
も
含
め
た
町
づ

　

町
で
は
児
童
生
徒
一
人

１
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
配
置

す
る
が
、
こ
れ
を
活
用
し

た
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
検

討
も
必
要
で
は
な
い
か
。

　

臨
時
休
校
に
よ
る
学
習

の
遅
れ
が
心
配
さ
れ
る
。

町
内
小
中
学
校
の
学
習
の

進
捗
状
況
と
し
て
、
教
科

で
何
時
間
の
遅
れ
が
あ
り
、

夏
休
み
を
ど
の
く
ら
い
短

縮
し
、
例
年
通
り
に
追
い

つ
く
時
期
は
。

　

国
の
第
２
次
補
正
予
算

で
、
子
ど
も
の
学
び
の
保

障
と
し
て
人
的
、
物
的
体

制
の
整
備
に
つ
い
て
予
算

案
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。

ま
だ
国
会
審
議
が
さ
れ
て

い
る
が
、
町
で
も
で
き
る

対
策
を
速
や
か
に
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

一
人
１
台
の
端

末
整
備
と
高
速
通
信
環
境

整
備
を
進
め
て
い
る
段
階

で
あ
る
が
、
解
決
す
べ
き

課
題
も
あ
り
、
今
回
の
臨

時
休
業
期
間
中
は
オ
ン
ラ

イ
ン
関
連
の
取
り
組
み
は

行
っ
て
い
な
い
。

　

学
年
に
よ
り
違
い
が
あ

る
が
、
小
学
校
で
平
均
１

０
０
時
間
、
中
学
校
で
平

均
96
時
間
の
遅
れ
。
年
間

く
り
に
よ
る
定
住
人
口
増

加
に
向
け
た
ア
ク
シ
ョ
ン

が
必
要
で
は
。

町
内
で
の
テ
レ

ワ
ー
ク
を
増
や
す
こ
と
が

可
能
か
調
査
に
入
る
。
ど

ん
な
環
境
を
整
え
る
必
要

が
あ
る
か
追
求
し
、
調
査

結
果
に
よ
り
検
討
し
た
い
。

事
業
者
へ
の
給
付
金
説
明
や
状
況
は

町
内
で
の
テ
レ
ワ
ー
ク
の
推
進
を

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
検
討
を

答　

広
報
紙
掲
載
等
に
よ
り
実
施

答　

ど
ん
な
環
境
が
必
要
か
調
査

答　

解
決
す
べ
き
課
題
も
あ
る

町
長

町
長

再

学
校
教
育
課
長

今後整備されるタブレット

教
育
長
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６月定例会　一般質問 出﨑　太郎 議員（無会派）

ま
ず
１
点
目
の

Ｉ
Ｔ
機
材
等
の
整
備
状
況

は
、
各
小
中
学
校
で
は
、

学
級
単
位
で
の
使
用
を
想

定
し
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

室
を
備
え
て
い
る
が
、
児

童
生
徒
数
を
整
備
済
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
台
数
で
割
り

返
し
た
場
合
、
小
学
校
は

４
．
８
人
に
１
台
。
中
学

校
は
２
．
８
人
に
１
台
。

小
学
校
と
中
学
校
全
体
で

は
３
．
７
人
に
１
台
の
整

備
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　

現
状
で
は
、
全
児
童
生

徒
が
同
時
に
パ
ソ
コ
ン
を

使
用
で
き
る
環
境
で
は
な

い
が
、
学
年
、
学
級
単
位

で
一
人
に
１
台
の
授
業
は

可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
年
度
、
町
で
は
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
基

づ
き
、
校
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
環
境
の
強
化
に
加
え
、

一
人
に
１
台
の
端
末
整
備

を
行
い
、
小
中
学
校
に
お

け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
充
実

を
図
る
。

　

２
点
目
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
講
習
会
は
、
小
学
校

で
は
今
年
度
か
ら
新
学
習

指
導
要
領
の
全
面
実
施
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
が
必
修

と
さ
れ
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
を
体
験
し
な
が
ら
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
に
意
図
し
た

処
理
を
行
わ
せ
る
た
め
に
、

必
要
な
論
理
的
思
考
力
を

身
に
着
け
る
た
め
の
学
習

活
動
を
実
施
。
算
数
、
理

科
、
総
合
的
な
学
習
時
間

で
の
実
施
が
例
示
さ
れ
て

い
る
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
こ

れ
ま
で
新
学
習
指
導
要
領

へ
の
移
行
に
備
え
た
研
修

機
会
の
確
保
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
道
立
教
育
研
究

所
と
連
携
し
た
町
内
全
て

の
小
学
校
教
員
対
象
の
実

践
的
な
研
修
会
、
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
教
材
を
提
供
す

る
事
業
者
を
招
い
た
研
修

会
の
開
催
、
各
学
校
に
お

い
て
校
内
研
修
を
実
施
し

て
い
る
他
、
本
年
度
は
檜

山
教
育
研
究
所
主
催
の
講

習
会
も
予
定
し
て
い
る
。

　

本
年
度
か
ら
小
学
校
の

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
が

実
施
さ
れ
る
。
先
進
国
に

後
れ
を
と
っ
て
始
ま
る
と

言
わ
れ
て
い
る
が
、
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
、
技
能

の
習
得
の
み
な
ら
ず
、
論

理
的
思
考
力
を
身
に
着
け

さ
せ
る
う
え
で
も
、
絶
好

の
機
会
と
な
る
と
認
識
し

て
い
る
。

　

子
ど
も
達
が
興
味
を

持
っ
て
始
め
る
に
は
、
最

初
が
肝
心
。

　

そ
こ
で
以
下
の
２
点
に

つ
い
て
伺
う
。

　

一
つ
目
。
一
人
１
台
の

端
末
が
目
標
に
な
っ
て
い

る
が
、
現
時
点
で
、
Ｉ
Ｔ

機
材
や
端
末
は
教
育
に
必

要
な
だ
け
十
分
に
揃
え
ら

れ
て
い
る
か
。

　

二
つ
目
。
中
に
は
こ
の

分
野
を
苦
手
と
す
る
教
師

も
い
る
。
教
え
る
先
生
達

に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
講
習

機
会
が
十
分
に
与
え
ら
れ

て
い
る
か
。

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
現
状
は

答　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
充
実
を
図
る

パソコン教室の状況は教員に対するプログラミング教育

教
育
長
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小林くにこ 議員（日本共産党）６月定例会　一般質問

　

各
市
町
村
で
構
成
や
進

め
方
が
違
う
が
、
対
策
強

化
に
つ
い
て
町
と
し
て
の

考
え
を
伺
う
。

学
校
等
の
休
業
や

外
出
自
粛
に
伴
い
、
児
童

虐
待
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る

恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

定
期
的
な
見
守
り
体
制
の

構
築
確
保
が
重
要
。

　

町
で
は
、
要
保
護
児
童

対
策
地
域
協
議
会
を
設
置

し
、
関
係
課
の
他
、
函
館

児
童
相
談
所
等
で
構
成
。

各
構
成
機
関
の
取
り
組
み

や
情
報
共
有
を
図
り
、
対

策
強
化
に
努
め
る
。

　

子
ど
も
の
見
守
り
に
細

心
の
注
意
を
払
い
、
関
係

機
関
が
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
む
。

日
本
小
児
科
学
会
、

日
本
子
ど
も
虐
待
防
止
学

会
、
日
本
子
ど
も
虐
待
医

学
学
会
が
子
ど
も
達
に
向

け
、
「
頑
張
っ
て
い
る
み

ん
な
へ
」
、
大
人
向
け
に

は
「
お
子
様
と
暮
ら
し
て

い
る
皆
様
へ
」
等
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
の

情
報
や
虐
待
防
止
に
つ
い

て
特
設
ペ
ー
ジ
を
設
け
て

い
る
。
こ
う
し
た
情
報
も
、

町
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
を

活
用
し
た
児
童
虐
待
通
報

や
相
談
窓
口
の
周
知
は
で

き
な
い
か
。

原
則
町

の
事
業
周
知
が
主
で
あ
り
、

現
在
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
の
周
知

は
考
え
て
い
な
い
。
要
保

護
児
童
対
策
地
域
協
議
会

で
の
資
料
配
布
や
関
係
機

関
へ
の
配
布
協
力
依
頼
に

よ
り
進
め
る
。

　

児
童
虐
待
相
談
件
数
は

増
加
傾
向
に
あ
る
。

　

主
な
要
因
は
、
自
粛
生

活
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
が
一

因
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
、

１
８
９
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
の

啓
発
等
が
盛
ん
に
さ
れ
て

い
る
が
、
気
軽
に
相
談
で

き
る
要
保
護
児
童
対
策
地

域
協
議
会
の
役
割
の
強
化

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

厚
生
労
働
省
よ
り
「
子

ど
も
の
見
守
り
強
化
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
の
実
施

が
示
さ
れ
、
要
保
護
児
童

対
策
地
域
協
議
会
が
中
核

と
な
り
、
様
々
な
チ
ャ
ン

ネ
ル
を
通
じ
た
子
ど
も
の

実
態
把
握
と
支
援
に
繋
げ

る
と
し
て
い
る
。

　

公
園
や
緑
地
は
子
育
て

世
代
の
お
母
さ
ん
や
高
齢

者
も
利
用
す
る
。
利
用
者

の
意
見
を
聞
い
て
整
備
を

進
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

　

所
管
が
複
数
課
に
ま
た

が
る
が
、
補
修
方
針
や
整

備
計
画
等
、
統
一
的
な
取

り
扱
い
な
の
か
。

こ
れ
ま
で
安
全
性

を
優
先
し
撤
去
し
て
き
た
。

子
ど
も
子
育
て
会
議
で
の

ア
ン
ケ
ー
ト
や
委
員
か
ら

の
意
見
で
も
要
望
の
声
が

多
数
あ
り
、
整
備
を
計
画

　

道
の
委
託
先
機
関
で
あ

る
生
活
就
労
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
檜
山
と
の
連
携
の

考
え
は
。

　

執
行
方
針
に
学
習
支
援
、

生
活
支
援
、
経
済
就
労
支

援
、
体
制
の
構
築
を
図
る

と
あ
る
が
、
具
体
的
な
イ

メ
ー
ジ
は
。

情
報
共
有
を
図
り

な
が
ら
、
各
種
貧
困
対
策

の
課
題
解
決
に
向
け
、
更

な
る
連
携
を
強
化
す
る
。

生
ま
れ
育
っ
た
環
境
に
左

右
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
す

べ
て
の
子
ど
も
が
将
来
に

夢
や
希
望
を
持
っ
て
成
長

で
き
る
社
会
の
実
現
を
目

指
し
、
不
幸
ゼ
ロ
の
町
づ

く
り
を
推
進
す
る
。

的
に
進
め
る
。

　

町
内
全
体
の
整
備
に
対

し
、
統
一
的
な
方
針
策
定

に
取
り
掛
か
っ
て
い
る
。

効
率
的
で
的
確
な
対

応
が
で
き
る
よ
う
所
管
を

決
め
た
方
が
よ
い
。
整
備

の
遅
さ
は
こ
れ
に
起
因
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

遅
れ
は
反
省
し

て
い
る
。
２
階
建
て
の
街

並
み
で
、
近
隣
町
と
比
較

し
て
も
広
い
用
地
の
確
保

が
困
難
で
あ
る
が
、
計
画

的
に
整
備
を
し
て
い
く
。

要
保
護
児
童
対
策
の
強
化
を

利
用
者
の
声
に
よ
る
公
園
整
備
を

生
活
就
労
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携

答　

関
係
機
関
一
体
と
な
り
取
組

答　

計
画
的
に
進
め
た
い

答　

更
な
る
連
携
を
強
化

町
長

町
長

要保護児童対策協議会の役割強化を

町
民
福
祉
課
長

サポートセンターとの連携を

再

再

町
長

副
町
長
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小
中
学
校
の
登
校
が
再

開
し
た
が
、
休
校
が
続
い

た
た
め
、
学
校
に
行
き
た

く
な
い
と
い
う
子
ど
も
や

普
段
と
は
違
う
生
活
を
送

る
中
で
、
体
の
不
調
や
ス

ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
子

ど
も
も
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
子
ど
も
達

の
心
の
ケ
ア
が
必
要
。

　

今
後
の
対
応
等
、
検
討

が
さ
れ
て
い
る
か
。

長
期
に
わ
た
り

学
校
生
活
か
ら
離
れ
た
こ

と
や
進
級
、
進
学
に
伴
う

教
育
環
境
、
友
人
環
境
の

変
化
、
こ
れ
ま
で
に
は
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
制
約

さ
れ
た
家
庭
生
活
等
に
よ

り
、
児
童
生
徒
の
中
に
は

様
々
な
不
安
や
ス
ト
レ
ス

を
抱
え
て
い
る
場
合
も
あ

る
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、

一
人
一
人
に
応
じ
た
心
の

ケ
ア
に
努
め
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。

　

特
に
、
学
校
再
開
後
の

初
期
の
段
階
で
は
、
学
校

に
お
け
る
子
ど
も
の
サ
イ

ン
を
見
逃
さ
な
い
こ
と
や
、

学
級
担
任
や
養
護
教
諭
等

を
中
心
と
し
た
き
め
細
か

な
観
察
を
行
う
他
、
必
要

に
応
じ
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
に
よ
る
教
育
相
談

も
実
施
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
特
に
特
別
な
支

援
を
要
す
る
児
童
生
徒
や

新
入
学
児
童
に
つ
い
て
は
、

学
校
全
体
で
き
め
細
か
な

支
援
が
必
要
と
さ
れ
、
こ

れ
ら
の
取
り
組
み
に
関
し

て
、
学
校
再
開
前
の
５
月

下
旬
に
各
小
中
学
校
へ
指

示
し
た
。

　

学
校
再
開
後
、
欠
席
、

遅
刻
す
る
児
童
生
徒
や
面

談
等
に
よ
り
不
安
や
ス
ト

レ
ス
を
感
じ
て
い
る
児
童

生
徒
に
関
し
て
は
、
教
職

員
全
体
で
情
報
共
有
す
る

と
共
に
、
個
別
の
教
育
相

談
や
家
庭
訪
問
、
電
話
に

よ
り
即
時
対
応
し
て
い
る
。

子
ど
も
達
の
心
の
ケ
ア
が
必
要

答　

即
時
対
応
し
て
い
る

大門　和幸 議員（無会派）６月定例会　一般質問

教
育
長

長期休校後の登校の様子休校後の授業の様子
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６月定例会　一般質問 小野寺　真 議員（日本共産党）

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
を
作
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

感
染
症
指
定
医
療
機
関
は
、

二
次
医
療
圏
で
道
立
江
差

病
院
の
４
床
、
北
海
道
全

体
で
も
92
床
し
か
な
い
。

受
け
入
れ
体
制
の
病
床
の

確
保
を
今
か
ら
医
師
会
等

と
の
協
議
が
急
が
れ
る
と

思
う
が
如
何
か
。

　

感
染
疑
い
の
人
か
ら
採

取
し
た
検
体
を
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
機
器
で
検
査
で
き
る
の

は
、
道
南
で
は
函
館
市
と

渡
島
保
健
所
だ
け
で
あ
る
。

江
差
で
検
体
採
取
し
て
も

檜
山
で
は
検
査
機
器
が
な

く
、
札
幌
へ
運
ぶ
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
檜
山
医
師

会
等
と
早
急
に
協
議
し
、

重
症
患
者
は
函
館

市
へ
搬
送
せ
ざ
る
を
え
な

い
状
況
で
、
第
３
次
医
療

圏
と
の
連
携
体
制
強
化
が

重
要
で
あ
る
。

　

検
査
体
制
の
み
な
ら
ず
、

陽
性
患
者
の
発
生
時
に
は

道
立
江
差
病
院
の
医
療
体

制
等
に
危
惧
し
て
い
る
こ

と
も
事
実
で
あ
り
、
適
宜

相
談
協
議
を
す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
次
な
る
波
へ
の
備
え

答　

連
携
体
制
強
化
が
重
要

町
長

町
長

　

町
が
進
め
て
い
る
生
活

支
援
体
制
整
備
事
業
で
の

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
は
ど
の
よ
う
な
位
置

付
け
に
な
る
の
か
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
で
、

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
果
た
す
役
割
は
一

層
大
き
く
な
る
。
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

介
護
保
険
制
度
改

正
で
市
町
村
が
中
心
と
な

り
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、

住
民
等
の
多
様
な
主
体
が

参
画
し
、
多
様
な
サ
ー
ビ

ス
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で

地
域
の
支
え
あ
い
体
制
作

り
を
推
進
す
る
も
の
。

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

事
業
展
開
で
は
、
地
域
支

え
あ
い
協
議
体
で
、
高
齢

者
の
買
い
物
支
援
に
関
す

る
調
査
研
究
と
し
て
、
水

堀
町
内
会
を
モ
デ
ル
地
区

と
し
た
買
い
物
支
援
と
実

態
調
査
を
町
内
会
と
取
り

組
み
、
そ
の
経
過
を
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
予
定
。

　

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

が
積
み
重
ね
ら
れ
、
終
了

後
に
は
地
域
住
民
が
主
体

と
な
っ
た
自
主
活
動
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
て

き
て
お
り
、
生
活
支
援
体

制
整
備
が
浸
透
し
始
め
て

い
る
。第

８
期
介
護
事
業
計

画
に
向
け
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
仕
事
を
今
ま

で
以
上
に
具
体
的
に
進
め

る
こ
と
に
つ
い
て
伺
う
。

コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
が
積
み
重
ね

て
き
た
地
域
実
態
等
を
活

用
し
て
、
現
状
に
則
し
た

計
画
に
な
る
よ
う
取
り
組

む
。

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割

答　

地
域
の
支
え
あ
い
体
制
づ
く
り

再

町
長

進
め
る
の
か
。

建
設
業

の
感
染
防
止
対
策
は
国
土

交
通
省
よ
り
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
が
出
さ
れ
て
お
り
、
事

細
か
く
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
基

本
と
し
て
取
り
組
み
、
工

期
の
設
定
も
考
え
て
い
く
。

介
助
員

も
交
え
再
開
準
備
を
重
ね
、

情
報
共
有
と
周
知
は
な
さ

れ
て
き
た
と
思
う
。
非
接

触
型
体
温
計
や
ア
ル
コ
ー

ル
消
毒
液
の
準
備
、
マ
ス

ク
着
用
の
徹
底
等
、
理
解

を
深
め
な
が
ら
進
め
て
き

た
。

　

国
の
新
し
い
生
活
様
式

を
テ
レ
ビ
や
広
報
等
で
よ

く
見
る
が
、
業
種
ご
と
に

感
染
拡
大
予
防
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
が
各
種
作
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
を
町
民
の
日
常

の
仕
事
の
中
で
守
る
と
な

る
と
大
変
な
困
難
も
あ
る
。

国
の
具
体
的
な
推
進
策
、

支
援
策
も
良
く
見
え
な
い

が
、
江
差
町
で
は
ど
の
よ

う
に
取
り
組
も
う
と
し
て

い
る
の
か
伺
う
。

新
し
い
生
活
様
式

の
具
体
例
や
業
種
ご
と
の

感
染
拡
大
予
防
、
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
作
成
が
提
言
さ

れ
、
北
海
道
に
お
い
て

も
、
新
北
海
道
ス
タ
イ
ル

を
構
築
し
、
そ
の
実
践
を

道
民
に
お
願
い
し
、
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
頂
く
こ

と
を
前
提
と
し
て
、
準
備

が
整
っ
た
事
業
者
、
施
設

か
ら
再
開
と
な
っ
た
。
町

と
し
て
も
町
民
、
事
業
者
、

各
種
団
体
へ
広
く
周
知
し
、

感
染
拡
大
防
止
に
努
め
る
。

町
発
注
の
工
事
等
は

ど
う
進
め
ら
れ
て
い
る
か
。

　

高
齢
者
、
一
般
介
護
予

防
事
業
等
で
事
業
が
再
開

さ
れ
る
が
、
ど
の
様
に
新

し
い
生
活
様
式
を
使
っ
て

新
し
い
生
活
様
式
の
取
り
組
み
は

答　

広
く
周
知
し
感
染
防
止
に
努
め
る

再

建
設
水
道
課
長

高
齢
あ
ん
し
ん
課
長

高
齢
あ
ん
し
ん
課
長

タウンミーティングでの意見積み上げ
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　５月19日に開催した全員協議会について、

　その内容をお知らせします。

・江差町の「三大祭り」について

　かもめ島まつり、姥神大神宮渡御祭、江差追分全国大会は、

　新型コロナウイルス感染症対策のため、「中止」とすることの

　説明がされた。

・特別定額給付金にかかる町民申請状況等について

　５月１日から申請を受付を開始。世帯で61.47％、人数で67.15％の申請があり、内90％以上が郵便での申請。

・新型コロナウイルス感染症拡大防止及び経済支援に係る江差町の対策について

　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業における、江差町として申請する事業概要の説明がされた。

～委員会では、今はこんなことを調査しています～

よりよい町づくりのために継続して調査中です！

社会文教常任委員会『介護保険事業に関する事務調査』

江差町総合計画等特別委員会『江差町総合計画等に関する事務調査』

全員協議会 を開催しました！

総務産業常任委員会『町営住宅に関する事務調査』

5 月 19 日

出欠状況をお知らせします！
令和２年４月１日から６月 31 日の出欠状況です。斜線部分は出席する必要のない会議です。

会　 議　 名 会議日

総務産業常任委員会 社会文教常任委員会 議長
西
海
谷
　
望

（
委
）

出
﨑
太
郎
（
副
）

薄
木
　
晴
午

飯
田
　
隆
一

小
野
寺
　
真

萩
原
　
　
徹

塚
本
　
眞
（
委
）

小
林
く
に
こ

（
副
）

室
井
　
正
行

小
梅
　
洋
子

大
門
　
和
幸

打
越
東
亜
夫

第 2 回 定 例 会 6月11日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第 2 回 臨 時 会 5月27日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全 員 協 議 会
4月22日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5月19日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

総 務 産 業
常 任 委 員 会

5月27日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

社 会 文 教
常 任 委 員 会

開 催 な し

議 会 広 報
特 別 委 員 会

4月13日 ○ ○ ○ ○ ○

4月22日 ○ ○ ○ ○ ○

議会運営委員会
5月25日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 月  3 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

江差町総合計画
等 特 別 委 員 会

5月27日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○：出席　▲：欠席（公用）　●：欠席（葬儀・病欠・私用）
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この用紙は、原材料の一部に

道産間伐材を使用しています

議会の動き
◆全員協議会（出席12名）

・江差町の「三大祭り」について

・特別定額給付金にかかる町民申請状況等に

ついて

・新型コロナウイルス感染症拡大防止及び経

済支援に係る江差町の対策について

◆議会運営委員会（出席６名）

・第２回臨時会の運営について

・第２回定例会の運営について

◆第２回臨時会（出席12名）

◆江差町総合計画等特別委員会（出席11名）

・江差町総合計画等に関する事務調査

◆総務産業常任委員会（出席６名）

・町営住宅に関する事務調査

◆議会運営委員会（出席６名）

・第２回定例会の運営について

◆第２回定例会（出席12名）

◆江差町各会計決算審査特別委員会

（出席12名）

・令和元年度江差町各会計決算審査について

◆檜山広域行政組合全員協議会

◆檜山広域行政組合第１回臨時会

◆広報特別委員会（出席５名）

・８月号議会だよりについて（１回目）

◆全員協議会（出席11名、欠席１名）

・新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨

時交付金（第２次補正）について

◆議会運営委員会（出席４名、欠席１名）

・第３回臨時会の運営について

◆全員協議会（出席11名、欠席１名）

・江差町名誉町民「青坂　満」氏ご逝去に伴

う江差町町葬の執行について

◆第３回臨時会（出席11名、欠席１名）
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５月19日

25日

27日

６月３日

11日

７月７日

９日

17日

江差町議会だより

議会からのお願い　議会だより取材のため、議員が写真撮影に伺うことがあります。ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

　
☆町内３保育園の園児が人権の花を植えました。　

　７月６日、町内３保育園合同による「人権の花運

動」が行われ、園児34名は、マリーゴールド等の

色とりどりの花を、プランターに４株ずつ、丁寧に

植え替えました。

　人権の花運動は、学校に

配布した花を子ども達が協

力し、育てることで命の尊

さを実感し、その中で豊か

な心を育み、優しさと思い

やりの心を体得することを

目的としたものです。

　久しぶりに元気いっぱい

の子ども達の笑顔が見られ

ました。

今 号 の 表 紙

（西海谷　望　議会広報特別委員会委員長）

　

　

　新型コロナウイルスの感染拡大防止の観点から、

定例会の議会傍聴をご遠慮いただきましたことに

対し、ご理解ご協力を賜り誠にありがとうござい

ました。

　傍聴はお名前等を記入頂くだけでできます。

　現在は拡大防止対策を講じながら、傍聴できる

ようになりましたので、ぜひお気軽にお越しくだ

さい。

　新型コロナウイルス感染拡大ニュースが連日放

送されておりますが、今できる予防策を講じなが

ら、お互い助け合い、落ち着いた行動を心がけま

しょう。

　議会だより189号（５月１日発行）において、

３頁の「文化会館海側屋上防水改修」の金額に誤

りがありました。正しくは2,670万円となります。

お詫びして訂正いたします。

（誤）267万円　⇒　（正）2,670万円

ご協力に感謝申し上げます

記事の訂正について

　
　江差町議会では、「新しい生活様式」に合わせた

会議の開催方法を検討し、以下の取り組みを実践

しています。

・マスクの着用、手洗い

・席は間隔を空けて（広い会議室での開催）

・換気のため、ドアや窓は常時開放

・一般質問は自席で

・毎日、職員による消毒

・お茶出しの中止　等

新しい生活様式による議会運営


